
 

 

 

 

耐雪型勾配自在柵ＪＴ２Ｓ 
ＪＴ２Ｓをバリエ－ションとして商品ラインアップ 

２０２１年１２月７日 

ＪＦＥ 建材 株式会社 

【概要】 

〇 近年では、日本海側を中心に記録的な大雪が何度も起こる災害が発生し防護柵などの安全対 

策施設への影響に懸念が生じている。 

〇 また社会背景としては、人手不足や労働力の高齢化と言う問題が、益々顕著化している。 

〇 この近年の状況に対し、「積雪荷重への強度確保」、「施工性向上」および「作業者の負荷軽減」 

  をコンセプトに、積雪ランク３（雪密度：0.4ｔ/ｍ3、積雪深さ：3.0 m）までの雪荷重に 

対応する『ＪＴ３Ｓ』を２０１９年１０月より販売開始し、現在好評を得ている。 

 

〇 この度、バリエ－ションとして、【積雪ランク２（積雪深さ：2.0ｍ、雪密度：0.4ｔ/ｍ3）】 

地域向けに特化した新商品、耐雪型勾配自在柵『ＪＴ２Ｓ』を２０２２年１月より販売を 

開始する。 

【耐雪型勾配自在柵ＪＴ２Ｓの特徴】 

 防護柵の設置基準・同解説（日本道路協会）に掲載の歩行者自転車用柵のカテゴリに属し歩 

行者等の転落防止として設置される縦格子タイプの柵になります。 

 

〇 特長①：Ｐ種荷重強度に加え、積雪ランク２（雪密度：0.4ｔ/ｍ3、積雪深さ：2.0 m）の 

積雪荷重への強度を備えます。 

〇 特長②：「自在勾配パネル」を採用。現地の勾配変化に合わせ、パネルは傾動可能です。 

・レベル部、勾配部を通し、標準パネルで施工が可能です。 

・縦断勾配対応範囲（上り・下り；０％～４０％）の勾配範囲で対応が可能です。 

※パネルは、傾動可能構造を採用。現地での事前測量手間の軽減が期待できます。 

〇 特長③：パネル重量（約１４kg／枚）と軽量化を推進 

      ・材料強度を適正化し強度アップに伴う鋼材使用量を抑え構造を徹底スリム化。    

      ・ＪＴ３Ｓ（ランク３）の耐雪型縦格子柵のパネルと比較して、鋼材重量を約４割減。 

          ・鋼材使用量減により、二酸化炭素排出量を約４割削減し環境に配慮。 

・構造の安全面に加え、施工者の安全面・健康面にも配慮。 

※パネルは 約１４ｋｇ／枚と軽く施工者の作業負荷軽減、施工性の向上が期待 

出来ます。 

※ＣＯ2削減や施工者の安全面・健康面の向上にも期待が出来ます。 

 

 



 

 

 

 

【まとめ】 

〇 2018 年 1 月中旬前半・1 月下旬・2月上旬など、日本海側では何度も大雪となり、特に 2月 

の北陸地方で記録的な大雪となった北陸豪雪、福井豪雪については、記憶に新しく防護柵等 

安全施設の破損リスクへの影響が高まっています。 

   

〇 JFE 建材は、耐積雪荷重加味した歩行者自転車用柵の 

「耐雪型勾配自在柵ＪＴ３Ｓ・ＪＴ２Ｓ」をはじめ、車両用ガードレ－ル、ガ―ドパイプ等 

防護柵商品の他、フェンス商品等の普及を通じ、人々の生命と財産を守り、社会の安全安心 

の確保に微力ながらも貢献していきたいと考えています。 

 

【添付資料】 

〇 耐雪型勾配自在柵 リ－フレット（ＪＴ3Ｓ/ＪＴ２Ｓ） 
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